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は  し  が  き 
 
 この冊子は、学位規則（昭和 28 年 4 月 1 日文部省令第 9 号）第 8 条による公表を目的として、平成 21
（2009）年度に本学において博士の学位を授与した者の、論文内容の要旨及び論文審査の結果の要旨を収
録したものである。 
目   次 
 
学位記番号  学 位 の 種 類 氏  名 学 位 論 文 題 目 ㌻ 
甲第128号  博士(学 術) 浅 野 由 子 日本とスウェーデンの「持続可能な社会」を目指す
幼児期の「環境教育」の意義－〈５つの視点の環境
認識論的モデル〉を通して－ （1）
甲第129号  博士(学 術) 菅 井 洋 子 乳児期の絵本場面における母子の共同活動に関す
る発達研究－共同注意の指さしからの探究－ （5）
甲第130号  博士(社会福祉学) 三 輪 久美子 小児がんで子どもを亡くした親の悲嘆プロセス 
－絆の再構築プロセスと援助モデルの提示－ （9）
甲第131号  博士(教育学) 渡 辺 哲 男 1930－50年代における国語学と「国語」教育 
－声と文字の諸相に着目して－ （15）
甲第132号  博士(文 学) 森 田 直 美 平安朝文学における色彩表現の研究 （21）
甲第133号  博士(心理学) 麻 生 典 子 乳児を持つ母親におけるタッチの心理学的研究 
 （28）
甲第134号  博士(理 学) 藤 浪 理恵子 水生被子植物カワゴケソウ科トリスティカ亜科の
形態進化 （34）
乙第 50 号  博士(学 術) 鄭   銀 志 朝鮮通信使の服飾に関する研究 （38）
乙第 51 号  博士(教育学) 大 森 秀 子 多元的宗教教育の系譜に関する研究－アメリカ教
育と成瀬仁蔵の「帰一」の教育－ （42）
乙第 52 号  博士(学 術) 青 山 喜久子 ミシンの布送りと可縫性に関する研究 （50）
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スウェーデンの“幼児期における ESD（Education for Sustainable Development＝持続可能な開発の為の
教育）の国際共同プロジェクト”を参考に論じている。終章では、「持続可能な社会」を目指す幼児期の「環
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境教育」の意義について論じている。 
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にした、計画的な「環境政策」・「環境教育」の必要性が示唆されている。 
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の研究への課題を述べ結論とした。 
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る論文であると評価された。よって審査委員会は全員一致して、本論文は博士の学位を授与するに十
分値するものとの結論に達した。 
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 第 1 章においては、ソシュール言語学をわが国に本格的に紹介した言語学者・小林英夫の創出した「言
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論 文 の 内 容 の 要 旨 
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ートであることが示唆された。 
２．Tristichaの形態形成（図参照） 
 Tristicha trifariaは Terniopsisと同じ仮軸分枝を示す。しかし、T. trifariaのシュートでは主軸が
成長を止める前に、２－数個の側軸を形成する。 
３．Indotristichaの形態形成（図参照） 
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も Terniopsis と同様に有限成長化した主軸が 1 個の側枝を形成する仮軸分枝を示す。しかし、
Indotristicha のシュートでは側枝（腋外芽）の形成位置が Terniopsis と異なり、側枝は主軸の第１葉も
しくは第３葉の腋外芽として形成され、形成位置は分枝順にしたがって交互に変わる。したがって、軸は
らせん状に配置し、立体的なシュートを示す。 
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著書『誰でもの信仰』（A Common Faith, 1934）で展開した民主主義理念の下でのキリスト教信仰観に至




















































































りが用意されているからである。学位申請者の成瀬仁蔵論は 2006 年の国際宗教教育学会 International 
Seminar on Religious Education and Valuesでも発表され、「日本におけるリベラルな宗教教育―成瀬仁
蔵の視点から―」と題して2009年に『宗教的多元世界における宗教教育』Religious Education in a World 
of Religious Diversity という学会誌の単行本のなかに加えられて出版されており、国際的にも評価され
ている。 
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論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨 
 
本論文は、学位論文申請者が本学および金城学院大学において携わった30年以上に及ぶ研究活動の成果
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をまとめたものである。審査委員会においては、この論文の第２章から第７章において述べられたそれぞ
れの研究に関して、審査委員から詳細な内容の質問や修正した方がよいと思われる点などの指摘もあった
が、出された意見を大まかな方向でまとめれば、以下の２点に要約されるものであった。 
 （１）本論文は、長期間にわたって縫製の実験を積み重ね、客観的なデータに基づいて多くのミシン送
りに関する問題点を検討しており、得られた成果は高い評価に値すると考える。産業のあり方が大きく変
化したことが影響しているとは思うが、最近は繊維関連の学会誌においても縫製に関する研究が非常に少
なくなっている。しかし、この分野の諸問題が解決されたということではなく、依然として縫製分野にお
いては技術的に厄介な問題点が多く残されている。その中にあって、本論文はミシンの布送りが縫製品質
にとって重要なポイントであることを見極め、この布送りに焦点をあて、縫製品の品質向上に結びつく可
縫性を広く検討している。本論文は、ミシン送りの重要性を再認識させるとともに、縫製現場においても
十分に応用できる実用的な成果を含んでおり、貴重である。 
 （２）将来の縫製現場のあるべき姿というのは、どのようなものであろうか。本研究が目指している方
向は、極論すれば、客観的データを駆使して縫製作業から人間の感性に基づいた操作・調整、あるいは「こ
つ」などをできるだけ廃して、高品質な縫製を実現しようとするものであるが、ミシンのハードとしての
現状や衣服材料の複雑な特性などを考慮すると、それも限度があるように思われる。最終的にどうしても
客観データのみでは処理しきれない人間の感性に頼る部分が残ってしまうのではないか。 
 前者の（１）に関しては、各審査員が基本的に本論文を高く評価したものである。一方、後者の（２）
に関しては、申請者が本研究の中で推進してきた科学的なアプローチを否定するという立場に立ったもの
ではなく、むしろその研究方向を積極的に支持しつつも、縫製作業の背景にある困難さを指摘したものと
いえる。本研究が目指す最終的な縫製の姿が「完全自動縫製」に収斂すると考えるならば、確かに到達点
は遠く、また道程は険しい。あるいはもっと短期的または現実的に考えるならば、それは人間の感性に依
存する部分を、ある程度残した「半自動縫製」であるかもしれない。しかし、いずれにしても申請者が論
文中の「本研究のこれからの課題と科学的縫製への展開」で述べているように、現状ではさらなる実験の
積み重ねが必要であり、（２）の指摘に対する明確な回答は、現状ではかなり困難を伴うといわざるを得な
い。したがってこの問題は、本研究が今後さらに進展していく過程において、そのまま引き継がれる課題
といってよいように思われる。 
 
以上、まだ残された問題はあるが、本研究で得られた成果は、ミシン縫製における「布送り」に関する
可縫性の向上および科学的な工業縫製方法の確立に向けて大きく寄与するものであることは相違なく、審
査委員会では審査委員が全員一致して、この論文が博士（学術）の学位を授与するのに相応しいものであ
ると結論した。 
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